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予算特別委員会報告 

 

予算特別委員会の報告を行います。 

本定例会において付託されました、議案第１８号から議案第３５号までの令和

８年度上野原市一般会計予算、各特別会計予算、下水道事業会計予算、簡易水道

事業会計予算及び病院事業会計予算、合わせて１８件について、３月４日、５日

及び９日の３日間にわたり慎重に審査した経過と結果を報告します。 

　令和８年度の予算は、一般会計、特別会計、公営企業会計合わせて、歳入歳出

それぞれ、２００億９千８６万円となり、前年度の本格予算と比べると１億２千

９０８万７千円、率にして０.６％の減少となりました。 

　一般会計では、歳入歳出それぞれ、１１５億４千４５５万２千円、前年度と比

べると２億４千３０４万５千円、率にして２.１％の減少となりました。 

　自主財源の主なものとしては、市税が３１億６千３４２万３千円、使用料及び

手数料が１億７千９３０万９千円、繰入金が３億８千６３万円、諸収入２億６３

７万円となり、自主財源全体で、前年度より８千３９３万円の増額となりました。 

市税では、個人市民税及び法人市民税の合計は、前年度と比べると２千３３８

万３千円の増額、固定資産税では、償却資産の設備投資の増額が見込まれること

から合計で３千７６万９千円増額する一方で、軽自動車税は環境性能割の廃止に

伴う減額、市たばこ税及び入湯税は近年の実績によりそれぞれ減額、財産収入で

は、預金利息の上昇や基金や歳計外現金の運用により１千４６４万５千円の増額、

繰入金では、財政調整基金は増加する一方で、公共施設整備基金や特別会計繰入

金などが減少しているため、１千６２９万２千円の減額となっています。 

一方、依存財源は、合計７３億２千９２０万３千円で、歳入全体の６３.５％

を占めています。 

依存財源の主なものでは、地方交付税の普通交付税が３２億６千１５５万７千

円、国庫支出金が１０億４千３７万９千円、県支出金が７億１４４万２千円、市

債が８億２千３４０万円となり、依存財源全体では、前年度の本格予算と比べ３

億２千６９７万５千円、率にして４.３％の減少となりました。 

次に、歳出を目的別に見ると、前年度と比べ減額した主なものとしては、総務

費が２億３千８８６万円、率にして１３．０％、土木費が７千６０６万７千円、
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率にして８.０％、消防費が６千８４０万３千円、率にして９．１％の減少とな

りました。 

一方、増額した主なものとしては、民生費が９千６５８万８千円、率にして２.

９％、教育費が４千３７４万４千円、率にして４．１％の増加となっています。 

一般会計歳出の性質別構成比を見ると、人件費、扶助費、公債費の義務的経費

が５４億３千５９５万６千円で、前年度と比べ合計で１億８千７７１万６千円の

増額となっています。 

また、投資的経費は、全体で９億７千８２３万１千円で、前年度と比べ１億４

千４２６万９千円の減額となりました。 

その他は、増額した主なものとしては、積立金が１千６３万８千円、繰出金が

３千６７６万円の増額となっています。 

また、減額した主なものとして、補助費等が１億６千６５９万７千円、物件費

が１億５千２８３万１千円の減額となっています。 

  次に、特別会計については１４会計で、歳入歳出それぞれ、６６億９００万５

千円で、前年度と比べ８千３０８万１千円、率にして１．３％の増加となってい

ます。 

　また、下水道事業会計の収益的収入は、６億２千７３１万２千円で、前年度と

比べ２千６６１万２千円の減額、収益的支出は、６億７千９２５万５千円で、前

年度と比べ２千７６７万２千円の減額となっています。 

　簡易水道事業会計の収益的収入、及び収益的支出は、ともに１億６千７７４万

７千円で、前年度と比べ２千４３７万２千円の減額となっています。 

病院事業会計の収益的収入は、２億３千６２９万８千円で、前年度と比べ２２

８万８千円の増額、収益的支出は、３億８千２３５万円で、前年度と比べ５７１

万３千円の増額となっています。 

３日間にわたる課別審査や総括質疑において、各委員から市の財政全般にわた

り、多くの質疑がありました。 

それらを踏まえ、採決した結果、「議案第１８号　令和８年度上野原市一般会

計予算」、「議案第１９号　令和８年度上野原市国民健康保険特別会計予算」、「議

案第２０号　令和８年度上野原市後期高齢者医療特別会計予算」については、異

議がありましたので、起立採決を行いました。その結果、賛成多数で原案どおり
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可決すべきものと決定しました。 

その他１５議案については、全会一致で原案どおり可決すべきものと決定しま

した。 

市当局におかれましては、市民目線に立ち、優先すべき施策が何かを十分に精

査する中で、自主財源の確保や経費の合理化・効率化を図り、限られた財源の有

効活用と健全な財政運営に努めていく必要があります。 

委員会での意見等を市政運営に反映されることを強く要望し、予算特別委員会

の報告とします。


